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●
い
ま
、
都
市
自
治
体
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
抱

え
、
税
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
適
切
な
債
権
管
理

や
徴
収
率
の
ア
ッ
プ
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
今
月
の
特
集
は
、「
自
治
体
の
徴
収

力
を
強
化
す
る
」
と
題
し
て
、
市
民
が
納
税
し
や

す
い
環
境
整
備
、
行
政
の
組
織
体
制
の
強
化
、
収

納
率
向
上
の
取
り
組
み
な
ど
、
滞
納
整
理
事
務
の

あ
り
方
や
課
題
に
つ
い
て
、
専
門
家
か
ら
寄
稿
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
都
市
自
治
体
の
取
り
組
み
事

例
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
こ
の
冬
は
、
例
年
に
な
い
寒
波
の
到
来
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
殊
に
、
こ
の
時
期
は
１
年
で
一
番
寒

い
時
期
で
、
時
と
し
て
、
一
夜
に
し
て
想
定
外
の

豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
孤
立
地
域
の
発
生
な
ど
極
め

て
困
難
な
事
態
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冬
場
は
年
間
を
通
じ
て
火
災
の
発
生

率
が
高
く
、
昨
年
12
月
に
発
生
し
た
糸
魚
川
市
の

大
火
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
の
時
期
特
有
の
災
害
対
策
に
各
都
市
自
治
体

は
、
万
全
の
体
制
で
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
切
に
願
い
ま
す
。

●
本
誌
の
主
要
な
記
事
は
、
全
国
市
長
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.m
ayors.or.jp/

〈
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
の「
市
政
」の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
〉
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2月号

〈巻頭言〉日本の大学制度の苦悩
……………………………橘木俊詔［京都大学名誉教授］

■特集１　地域のなかの大学
○�自治体と大学の連携について……………富野暉一郎
○�地域への貢献をめざす国公立大学…………木村　誠
○�地域を変えるリーダーを育成する取り組み 

──高知大と愛媛大…………………………平山一城
○�地域共創──地方小規模私立大学の地域貢献 

…………………………………………………小林功英
○�大学が地域で生き残っていくために必要なこと 

──大学経営の視点から……………………岩田雅明

■特集２　保育問題の本質を問う
梶 美保／池本美香／福島富士子／西垣美穂子／富澤 守

苺
い ち ご

一
い ち え ん

縁 「やすぎいちご」

縁
結
び
の
地
・
島
根
県
内
で

最
大
の
い
ち
ご
の
産
地
。
完

熟
出
荷
に
こ
だ
わ
る
た
め
、

主
に
地
元
で
流
通
。
そ
の
分
、

と
っ
て
も
甘
く
み
ず
み
ず
し
い

と
評
判
。
ス
イ
ー
ツ
も
多
数

販
売
。“
い
ち
ご
女
子
会
”
が

P
R
に

活
躍
中

で
す
。

安来市役所（島根県）
商工観光課

加
かとう
藤有

ゆ み こ
美子さん

推薦者から一言

※タイトル等は都合により、一部変更になることがあります。

特集 老朽化した公共施設の
戦略的マネジメント

■寄稿1

中川雅之（日本大学経済学部教授）
■寄稿2

篠田　昭（新潟市長）
■寄稿3

蕨　和雄（佐倉市長）
■寄稿4

中野弘道（焼津市長）

市政ルポ　相馬市 （福島県）

安や
す
ぎ来
市


